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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の飲料成分を処理して飲料を注出するための飲料処理装置（５’、５’’、２
００、５００、５１０、６００、７００、８００）と、
　前記飲料処理装置に接続されて前記１つ以上の飲料成分の処理を制御するための制御ユ
ニット（２）と、
　前記制御ユニットに接続された、異なる飲料を要求するための複数の飲料ユーザセレク
タ（２ｂ、２ｂ’）と、
　を備える電気式の飲料調製装置であり、
　前記飲料調製装置が直ちに前記１つ以上の飲料成分を処理し、結果的に得られる飲料を
注出できる状態にある作動モードと、前記飲料調製装置が前記１つ以上の飲料成分を処理
できる状態になく、低電力消費スタンバイモードまたは電気的スイッチオフ状態から飲料
調製モードにもたらされる始動モードとを有し、
　前記制御ユニット（２）が、前記始動モードにおいて前記飲料ユーザセレクタ（２ｂ、
２ｂ’）を介して任意の飲料要求を格納し、前記始動モードが終わった後に前記作動モー
ドに入ると、前記１つ以上の飲料成分の処理を自動的に開始するようにされており、
　前記制御ユニット（２）が、任意の前記飲料ユーザセレクタ（２ｂ、２ｂ’）の第１の
ユーザ選択によって前記始動モードを開始し、前記作動モードに入る前に前記飲料ユーザ
セレクタ（２ｂ、２ｂ’）のうちの１つの第２のユーザ選択によって飲料要求を格納する
ようにされていることを特徴とする飲料調製装置。
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【請求項２】
　前記制御ユニット（２）に接続されたパワーユーザセレクタ（２ａ）を備え、前記制御
ユニットが、前記パワーユーザセレクタによってスイッチオンされると、前記始動モード
を開始するようにされている、請求項１に記載の飲料調製装置。
【請求項３】
　前記制御ユニット（２）に接続され、前記始動モード中に飲料要求の適切な格納を示す
ようにされるユーザインジケータを備える、請求項１または２に記載の飲料調製装置。
【請求項４】
　前記ユーザインジケータが、各飲料ユーザセレクタ（２ｂ、２ｂ’）に関連付けられて
いる、請求項３に記載の飲料調製装置。
【請求項５】
　各飲料ユーザセレクタ（２ｂ、２ｂ’）が、専用ユーザインジケータに関連付けられて
いる、請求項１に記載の飲料調製装置。
【請求項６】
　前記制御ユニット（２）が、特定飲料に対応する前記飲料ユーザセレクタ（２ｂ、２ｂ
’）に関連付けられた前記ユーザインジケータを介して、始動モード中に前記特定飲料の
要求の格納を示すようにされている、請求項５に記載の飲料調製装置。
【請求項７】
　前記制御ユニット（２）が、要求されていない飲料に対応する前記飲料ユーザセレクタ
（２ｂ、２ｂ’）に関連付けられた前記ユーザインジケータを介して始動モード中に特定
飲料の要求の格納を示すようにされている、請求項５に記載の飲料調製装置。
【請求項８】
　前記ユーザインジケータが、前記低電力消費スタンバイモード、飲料要求の格納を伴わ
ない前記始動モード、飲料要求の格納を伴う前記始動モード、および作動モードから選択
された少なくとも２つの異なる状態を示すための複数の発光モードを有する発光手段を含
む、請求項３～７のいずれか一項に記載の飲料調製装置。
【請求項９】
　前記制御ユニット（２）が、始動モード中に飲料要求を格納すると、前記ユーザインジ
ケータの明滅モードまたはカラーモードもしくは強度モードを変更するようにされている
、請求項８に記載の飲料調製装置。
【請求項１０】
　専用ユーザインジケータに各々が関連付けられた、異なる飲料を要求するための複数の
飲料ユーザセレクタ（２ｂ、２ｂ’）を備え、前記制御ユニット（２）が、前記始動モー
ドにおいて、
　前記専用ユーザインジケータの交互の明滅によって、任意の飲料要求が格納されていな
いことと、
　前記要求されていない飲料に関連付けられた前記ユーザインジケータの動作を停止する
ことによって、飲料要求が格納されていることと、
　を示すようにされている、請求項９に記載の飲料調製装置。
【請求項１１】
　前記制御ユニット（２）が、予め定められた事象が完了すると、前記低電力消費スタン
バイモードに入るようにされている、請求項１～１０のいずれか一項に記載の飲料調製装
置。
【請求項１２】
　１つ以上の飲料成分を処理するための前記飲料処理装置が、飲料成分を処理できる状態
になる前に予熱期間を必要とする加熱手段（６００）を有する、請求項１～１１のいずれ
か一項に記載の飲料調製装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明の分野は、飲料調製装置の始動に関し、特に、省エネルギー型の構成を考慮した
飲料調製装置の始動に関する。さらに詳しくは、本発明は、飲料調製装置を始動するため
のユーザフレンドリーな構成に関する。
【０００２】
　本明細書において、「飲料」という用語は、紅茶、コーヒー、ホットまたはコールドチ
ョコレート、ミルク、スープ、ベビーフードなどの任意の流動食を含むように意図されて
いる。
【背景技術】
【０００３】
　飲料、特に、紅茶やコーヒーなどの温かい飲料であって、例えば、カプセルやポッドに
収容される小分けされた成分を用いて調製される飲料を含む飲料調製用の電動式デバイス
が、家庭や家庭以外の場所で使用するために開発されて広く普及している。
【０００４】
　しかしながら、このようなデバイス、特に、飲料の液体を加熱するための電気ヒータを
有するデバイスは、２つの飲料調製サイクルの間で即時作動準備状態に維持されるように
多大の電気エネルギーを消費する。典型的に、ユーザは、特定の目的もなしに、または連
続して飲料を調製する間に時間を要する始動期間を回避するためだけに、飲料の調製後に
装置のスイッチをオンにしたままにすることがある。このような煩わしさを感じる始動手
順は、特に、装置の予熱および／または自浄の場合に要求される。
【０００５】
　しかしながら、これは、一般に求められる目的、特に、最近の省エネルギー志向に反す
るものである。飲料調製デバイスの幅広い用途を考慮すると、エネルギー消費がより少な
く、環境に優しいこのようなデバイスを提供することが尚一層望まれている。
【０００６】
　特にタイマなどの自動ターンオフシステムおよびスタンバイシステムをこのようなデバ
イスに組み込むことによって、飲料の調製に使用されずにスイッチオンになったままの電
気式飲料調製デバイスから生じるエネルギーの不要なロスを、ある程度低減することが提
案されている。
【０００７】
　独国特許出願第１９９２４２７９号明細書、米国特許第３，９６９，６１０号明細書、
同第６，７５２，０６９号明細書、同第７，１９７，３６７号明細書、国際公開第９５／
３４２３６号パンフレット、同第２００４／０９８３６０号パンフレット、同第２００９
／０９２７５６号パンフレットでは、飲料調製装置の自動停止システムが取り扱われてい
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述したように、動作停止期間中のエネルギーを節約するための既知の自動停止装置に
関する重大な問題は、装置が完全に停止される場合でも、単にスタンバイモードにされる
場合でも、飲料調製装置を再始動するための期間が必要なことである。この始動期間は、
装置のサーモブロックを十分に予熱するなど、装置コンポーネントを再稼働させるのに必
要であり、また装置が飲料を調製するための作動準備状態になる前に洗浄サイクルを実行
するために必要である。このように、ユーザは、飲料を要求して飲料が提供される前、始
動期間に亘って待機する必要がある。この欠点を解消するために、ユーザは、飲料の調製
に使用されていないときでも、持続的に、または時間を延長して装置を作動モードのまま
にする傾向があり、この作動モードでは、即時作動準備状態に維持するだけのために多大
なエネルギーが消費される。
【０００９】
　例えば、欧州特許出願公開第１２５３８４４号明細書に開示されているように、サーモ
ブロックを、瞬時に再稼働可能なオンデマンド式の加熱システムに置き換えることで、こ
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の問題に対する部分的な解決策が提案されてきた。しかしながら、抵抗性の厚膜を伴う加
熱チューブを有するこのようなアプローチは、比較的コストがかかり、装置のセグメント
によっては不適切である。
【００１０】
　このように、本発明は、特に、カプセルまたはポッドに予め小分けされた飲料成分から
飲料を調製するための装置に関する。
【００１１】
　例えば、装置は、コーヒー、紅茶またはスープ調製装置である。特に、装置は、温水、
冷水または他の液体を、挽いたコーヒー、紅茶、チョコレート、カカオまたはミルク粉末
などの調製される飲料の成分を含んだカプセルまたはポッドに通すことで飲料モジュール
内において飲料を調製するようにされている。
【００１２】
　例えば、調製装置は、使用するカプセルまたはポッドを収容し、使用時にカプセルまた
はポッドを排出するようにされた飲料調製ユニットと、カプセルまたはポッドが排出され
る座部に調製ユニットからつながる開口を有するハウジングと、座部に排出されたカプセ
ルまたはポッドを充填レベルまで収集するための格納空間を形成するキャビティを有する
レセプタクルとを備える。レセプタクルは、カプセルまたはポッドを収集するように座部
に挿入可能であり、収集されたカプセルまたはポッドを空にするために座部から取り外し
可能である。このような装置の例が、国際公開第２００９／０７４５５０号パンフレット
および国際出願ＰＣＴ／ＥＰ０９／０５３３６８号明細書に開示されている。
【００１３】
　本発明の広義の態様において、飲料調製装置は、１つ以上の飲料成分を処理して飲料を
注出するための飲料処理装置と、飲料処理装置に接続されて１つ以上の飲料成分の処理を
制御するための制御ユニットと、制御ユニットに接続されたプッシュボタン、タッチボタ
ン、トグルボタンまたはタッチスクリーンなど飲料を要求するための飲料ユーザセレクタ
とを備えており、飲料調製装置が直ちに１つ以上の飲料成分を処理し、結果的に得られる
飲料を注出できる状態にある作動モードと、飲料調製装置が１つ以上の飲料成分を処理で
きる状態になく、低電力消費スタンバイモードまたは電気的スイッチオフ状態から飲料調
製モードにもたらされる始動モードとを有する。
【００１４】
　典型的に、始動モードは、最長で０．５～２分間持続しうる。このような時間を要する
と、先行技術のシステムのように、飲料を要求するために始動期間が終わるのを待機して
モニタする必要がある場合、待機時間を長く感じてしまうことがある。
【００１５】
　本発明によれば、制御ユニットは、始動モードにおいて飲料ユーザセレクタを介して任
意の飲料要求を格納し、始動モードが終わった後に作動モードに入ると、１つ以上の飲料
成分の処理を自動的に開始するようにされている。
【００１６】
　本発明の装置を使用することによって、ユーザは、飲料を注出するために飲料成分を処
理できる作動モードに達するまで待機して装置をモニタする必要がなくなる。その代わり
、ユーザは、装置が飲料調製できる状態になる前に飲料要求を出してもよく、この飲料要
求は、装置によって格納され、装置が作動モードに入るとすぐに、始動モード後に装置に
よって自動的に実行される。このように、ユーザは、要求を出すために始動プロセスが終
わるまで装置の前で待機する必要がなくなる。典型的に、ユーザは、始動モードが始まる
と同時または直後に、または始動モード中の任意の時に飲料を要求しうる。結果的に、作
動モードの始まりと最初の飲料の調製との間の不要な遅延がなくなる。さらに、飲料調製
プロセスを開始するために始動モードの終わりにユーザによって要求される介入がない。
結果的に、ユーザは、始動手順の終わりをモニタして飲料を要求するために、装置の前で
時間を無駄にする必要がなくなり、さらに、ユーザには、装置の始動後に遅延なしで飲料
が注出される。
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【００１７】
　典型的に、制御ユニットは、始動モード、作動モード、および、場合によっては、スタ
ンバイモードを管理するようにされている。
【００１８】
　通常、装置は、制御ユニットに接続されたメインまたはマスタスイッチなどのパワーユ
ーザセレクタを備え、制御ユニットは、このパワーユーザセレクタを介してスイッチオン
されると、始動モードを開始するようにされている。
【００１９】
　ある実施形態において、制御ユニットは、特に装置がスタンバイモードにあるとき、飲
料ユーザセレクタを介して始動モードを開始するようにされている。このような構成にお
いて、別の再稼働セレクタは不要である。あまり好ましいレベルの実施形態ではないが、
装置は、始動モードを稼働するためのさらなるセレクタ、例えば、専用の再稼働（立上り
）セレクタを備えてもよいことは言うまでもない。
【００２０】
　好ましい実施形態において、制御ユニットは、飲料ユーザセレクタの第１のユーザ選択
時に始動モードを開始し、さらに、もしあれば、作動モードに入る前に飲料ユーザセレク
タの第２のユーザ選択時に飲料要求を格納するようにされている。第２のユーザ選択は、
同一または異なる飲料ユーザセレクタで実行されてもよい。また、始動モードおよび飲料
要求の格納がユーザセレクタの単一のユーザ選択によって達成されるように、制御ユニッ
トを構成することも可能である。
【００２１】
　装置は、制御ユニットに接続され、始動モード中に飲料要求の適切な格納を示すように
されたユーザインジケータを有してもよい。特に、ユーザインジケータは、ＬＥＤなどの
発光手段を有するか、またはタッチスクリーンのようなインタフェーススクリーンの一部
である。
【００２２】
　有益には、ユーザインジケータは、飲料ユーザセレクタに関連付けられる。例えば、ユ
ーザインジケータを有するユーザセレクタは、照明可能なプッシュボタン、タッチボタン
、タッチスクリーン上の仮想ボタンまたは少なくとも１つのＬＥＤに関連付けられたトグ
ルスイッチである。飲料調製装置用のトグルスイッチは、例えば、欧州特許出願公開第０
８１０５４９１号明細書に開示されている。
【００２３】
　さらに改良された実施形態において、装置は、異なる飲料を要求するための複数の飲料
ユーザセレクタを備える。例えば、ユーザセレクタは、例えば、紅茶やコーヒーなどの飲
料タイプ、または小、中または大カップなどの飲料サイズに関連付けられてもよい。コー
ヒーマシンは、エスプレッソを要求するための第１のユーザセレクタと、ルンゴを要求す
るための第２のユーザセレクタとを有してもよい。
【００２４】
　各飲料ユーザセレクタは、専用ユーザインジケータに関連付けられてもよい。このユー
ザインジケータは、彼／彼女の要求に関して、ユーザに確認フィードバック、特に視覚フ
ィードバックを提供するために使用されてもよい。
【００２５】
　制御ユニットは、所望の飲料に対応する飲料ユーザセレクタに関連付けられたユーザイ
ンジケータを介して、始動モード中に所望の飲料要求の格納を示すようにされてもよい。
これは、装置が、飲料調製プロセスとともにすぐに開始することによって、ユーザに任意
のフィードバックを与えることができないため、始動モード中に要求が出される時に特に
役立つ。制御ユニットは、特に、要求されていない飲料に関連付けられたユーザインジケ
ータの動作を停止することによって、要求されていない飲料に対応する飲料ユーザセレク
タに関連付けられたユーザインジケータを介して始動モード中に所望の飲料要求の格納を
示すようにされてもよい。
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【００２６】
　このような表示は、飲料調製プロセスがすぐに開始されなくても、要求が装置によって
適切に取得されたことを示すために、ユーザが出す要求の承認またはフィードバックとし
て機能する。
【００２７】
　ユーザインジケータは、典型的に、スタンバイモード、飲料要求の格納を伴わない始動
モード、飲料要求の格納を伴う始動モード、および作動モードから選択された少なくとも
２つの異なる状態を示すための複数の発光モードを有する発光手段を含む。異なる発光モ
ードは、異なる明滅頻度、カラー発光、光強度または光点灯／消灯状態を伴うものであっ
てもよい。
【００２８】
　特に、制御ユニットは、始動モード中に飲料要求を格納すると、ユーザインジケータの
明滅モードまたはカラーモードもしくは強度モードを変更するようにされてもよい。例え
ば、装置は、各々が専用ユーザインジケータに関連付けられた異なる飲料を要求するため
の複数の飲料ユーザセレクタを有し、制御ユニットは、始動モードにおいて、専用ユーザ
インジケータの交互の明滅によって、任意の飲料要求が格納されていないことと、要求さ
れていない飲料に関連付けられたユーザインジケータの動作を停止することによって、飲
料要求が格納されていることとを示すようにされる。
【００２９】
　制御ユニットは、飲料要求なしに所定の時間が経過するなど、所定の事象が完了すると
、スタンバイモードに入るようにされてもよい。例えば、国際公開第２００９／０９２７
４５号パンフレットにおいて、装置の部分停止を引き起こしうる他の事象が示されている
。
【００３０】
　典型的に、１つ以上の飲料成分を処理するための飲料処理装置は、飲料成分を処理でき
るように蓄熱するための予熱期間を要するサーモブロックなどの加熱手段を有し、制御ユ
ニットは、スタンバイモード中に少なくとも加熱手段を停止するようにされている。スタ
ンバイモード中に停止されてもよい他のコンポーネントは、ポンプ、飲料インタフェース
の部品、センサ、および始動モードを引き起こすのに不要な他の電気消費部品を含んでも
よい。
【００３１】
　以下、略図を参照しながら本発明について記載する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明による飲料調製装置の部品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、一般に、本発明による飲料調製装置内に見られうる内部コンポーネントの全体
図である。コンポーネントは、飲料調製装置の斜視図においてハウジング１０００に装着
されて示されている。ハウジング１０００は、例えば、欧州特許出願公開第１８６７２６
０号明細書に開示されているタイプの使用済みカプセルコレクタおよびドリップトレイ装
置を収容するためのキャビティ１０５０を画定する。装置の後部は、水タンク（図示せず
）を収容するようにされる。この種の装置の水タンク、カプセルコレクタおよびドリップ
トレイコレクタを有する外形図および構造的詳細およびアセンブリの詳細は、国際出願Ｐ
ＣＴ／ＥＰ０９／０５３１３９号明細書に示されている。
【００３４】
　例えば、ハウジング１０００は、２つのハーフシェル、例えば、一般的なクラムシェル
から形成され、このハーフシェルの一方は、ハウジング１０００内へ飲料装置の内部コン
ポーネントおよびモジュールのアセンブリを収容する支持体としての役割を果たす。
【００３５】
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　飲料調製装置は、調製される飲料の成分カプセル（図示せず）を抽出ユニット内に案内
するためのカプセル挿入通路５４２を備えた抽出ユニット５００を有する。抽出ユニット
５００は、流入する水などの液体流を成分に通して、カップまたはマグ（図示せず）が下
側に配置された飲料出口５１０に案内するように構成される。
【００３６】
　さらに、飲料調製装置は、抽出ユニット５００に供給される液体流を加熱するためのサ
ーモブロック６００などのインラインヒータを有する。インラインヒータ６００は、抽出
ユニット５００の上流部に直接組み付けられる。液体は、ポンプ８００を介して、流体コ
ネクタ７００に装着されたリザーバの形態の液体源からヒータ６００を通じて流される。
これらは、すべて相互接続される。飲料調製装置は、リザーバ７００から飲料出口５１０
へ液体を案内するためのさまざまな接続部材、特に、ダクトまたはチャネル５、５’’、
２００を有するチューブまたは他の部材を有する。
【００３７】
　ダクトおよびチャネル５’、５’’、２００、抽出ユニット５００、サーモブロック６
００、流体コネクタ７００およびポンプ８００は、抽出ユニット５００内に挿入されるカ
プセル内の挽いたコーヒーや、挿入されたカプセルへ水タンクから流通する水などの飲料
成分を処理して、このような成分を混合して出口５１０を介してコーヒーなどの飲料を注
出する装置を形成する。
【００３８】
　サーモブロック６００およびポンプ８００を含む飲料調製装置を制御するために、装置
は、ＰＣＢ４を取り囲むハウジング３によって遮蔽された電気制御ユニット２を有する。
制御ユニット２は、ボタン２ａ、２ｂ、２ｂ’を含むインタフェースを介してユーザから
の命令を受ける。さらに、ハウジング３は、ＰＣＢ４に直接組み付けられ、ハウジング３
の外側に延伸する流体回路５内に接続された流量計（図示せず）を収容するための開口３
ｃを有する。
【００３９】
　装置のユーザインタフェースは、ユーザセレクタとして、マスタスイッチ２ａ、つまり
パワーユーザセレクタと、２つの飲料、つまり、装置がコーヒーマシンであれば、例えば
エスプレッソとルンゴのいずれかを選択するためのプッシュボタン２ｂ、２ｂ’の形態の
２つの飲料セレクタとを含む。
【００４０】
　飲料調製装置は、装置が、例えば水や挽いたコーヒーなどである飲料成分を直ちに処理
できる状態にある作動モードと、装置が、飲料成分を処理できる状態になく、低電力消費
スタンバイモードまたは電気的スイッチオフ状態から飲料調製モードへもたらされる始動
モードとを有する。
【００４１】
　本発明によれば、制御ユニット２は、始動モードにおいて飲料ユーザセレクタ２ｂ、２
ｂ’を介して任意の飲料要求を格納し、始動モード終了後に作動モードに入ると、飲料成
分の処理を自動的に開始するようにされる。
【００４２】
　この特定の実施形態において、制御ユニット２は、パワーユーザセレクタ２ａを介して
スイッチオンされると始動モードを開始するようにされる。さらに、制御ユニット２はま
た、特にスタンバイモードのとき、飲料ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’が選択されると始動
モードを開始するようにされる。制御ユニット２は、飲料ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’の
第１のユーザ選択時に始動モードを開始し、作動モードに入る前にユーザセレクタ２ｂ、
２ｂ’の第２のユーザ選択時の飲料要求を格納するようにされる。
【００４３】
　ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’の各々は、制御ユニット２に接続され、始動モード中の飲
料要求を制御ユニット２に適切に格納したことをユーザに示すようにされたＬＥＤをユー
ザインジケータとして含む。
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　例えば、作動モードにおける３０分間または６０分間の動作停止後、装置は、制御ユニ
ット２およびユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’のみが電力供給されるスタンバイモードに自動
的になる。このモードにおいて、ポンプ８００およびサーモブロック６００はスイッチオ
フされ、サーモブロックの冷却が可能となる。飲料ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’のＬＥＤ
は、スタンバイモードにおいて、例えばフェードインおよびフェードアウトなど、交互に
明滅し、このモードをユーザに示してもよい。ユーザがユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’のい
ずれかを選択すると、制御ユニットは、始動手順を開始してスタンバイモードを終了する
。始動手順の間、飲料の調製に必要なすべての装置部品が再稼働され、特に、サーモブロ
ック６００が電力供給され、飲料を調製するために流通水を所望の温度まで加熱するのに
十分な温度、例えば、コーヒーを調製する場合およそ９０℃まで予熱される。始動手順の
間、飲料ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’のＬＥＤは、想定される飲料選択が制御ユニットに
よって記録されない限り、例えば、高強度や高頻度でまたはスタンバイモードと同じよう
に、交互に明滅してもよい。ユーザが始動モード中にセレクタ２ｂおよび２ｂ’のいずれ
かを介して特定のタイプの飲料の調製を選択すると、対応するユーザセレクタは明滅を持
続し、他方のユーザセレクタのＬＥＤは消灯される。装置が始動後に作動モードに入ると
、すでに要求した飲料に対応する飲料調製プロセスが、ポンプ８００の稼働によって自動
的に開始される。よって、ユーザは、対応するユーザセレクタを選択することによって、
飲料を要求するために始動モードの終了を待機する必要がない。
【００４５】
　飲料調製プロセスが終わると、ユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’のＬＥＤは、継続的に電力
供給され、装置が作動モードにあり、飲料を直ちに調製できる状態にあることをユーザに
示すことができる。例えば、調製プロセス後にサーモブロック６００に十分な熱を再蓄積
するために、２つの飲料調製プロセスの間に短い期間が必要であれば、始動モードを示す
ための方法と同じようにしてユーザに示されてもよく、および／または、ユーザは、装置
が飲料要求を処理して飲料を調製できる状態になるまで制御ユニット２に格納される早期
飲料要求を出せるようにされてもよい。
【００４６】
　このように、装置が飲料を注出できる前に、始動時に飲料調製装置の前で待機するとい
う問題を解決するために、主に制御ユニット２のプログラミングに基づいた非常に単純な
システムが提供される。
【００４７】
　対応するユーザセレクタ２ｂ、２ｂ’を再選択することによって、または装置が作動モ
ードに入る前に飲料キャンセルセレクタを動作することによって、始動モード中に出され
る飲料要求の選択をユーザが解除できるように、制御ユニット２をプログラミング可能で
あることは言うまでもない。
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